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概要 

実⽤的なWebアプリケーション開発においては⾼度なフレームワークを活⽤することで求めるシステムを迅速に
開発し、利⽤者に提供するためのスキルが求められる。本講義では、代表的な Web アプリケーションフレームワー
クとして『Ruby on Rails』を題材に取り上げる。具体的には、このフレームワークを活⽤して SNS (Social Networking

Service)  を作りながら、Web アプリケーションの実践的な開発技術を学ぶ。(教材: Ruby on Rails チュートリアル
https://railstutorial.jp/ 動画: Rails チュートリアル解説動画 https://railstutorial.jp/#service
進め⽅: Rails チュートリアル×反転学習 https://speakerdeck.com/yasslab/more-interactive-way-of-learning-rails) 

⽬的・狙い 

本講義ではオブジェクト指向型のプログラミング⾔語であるRubyと、その代表的なフレームワーク『Ruby on Rails』
を⽤いて、以下に記述する Web アプリケーションを開発するためのスキルセットと知識単位を、⼿を動かしならが
実践的かつ体系的に学ぶ。具体的には、フレームワークの特徴を活かした Web アプリケーションの開発、クラウド
IDE (AWS Cloud9) を使った開発⽅法、Git/GitHub を使ったバージョン管理、Heroku を使った本番環境へのデプ
ロイ、Rails の設計思想とリソース設計・実装、Rails を⽤いた静的/動的ページの作り⽅、Ruby の設計思想と基本
的な構⽂、Twitter Bootstrap を使ったレイアウトデザイン、O/R マッパーを⽤いたデータベース設計と操作、MVC
アーキテクチャを使ったユーザー登録、セッションを使ったログイン機構、RESTful なリソースと CRUD 処理、
Ruby/Rails のエコシステムを活⽤した画像投稿、多対多のモデリング、Ajax、SQL チューニングなどを取上げる。 
修得できる知識単位: 

（A1）K‐02‐05‐04  開発ツール（レベル 3）  設計ツール、構築ツール、テストツール、⾔語処理ツール 

（A4）K‐04‐12‐01  システム要件定義（レベル 2）  システム要件定義、システム要件 

（A4）K‐04‐12‐02  システム⽅式設計（レベル 4）  システムの最上位レベルでの⽅式確⽴ 

（A4）K‐04‐12‐03  ソフトウェア要件定義（レベル 3）  ユースケース、プロトタイプ、UML 

（A4）K‐04‐12‐04  ソフトウェア⽅式設計・ソフトウェア詳細設計（レベル 3）  ソフトウェア構造とコンポーネントの設計、ソフト
ウェアユニットのテストの設計、ソフトウェア結合テストの設計、ソフトウェア品質、オブジェクト指向設計 

（A4）K‐04‐12‐05  ソフトウェアコード作成及びテスト（レベル 3）    ソフトウェアコード作成、コーディング基準、コーディング⽀
援⼿法、テスト⼿法、テスト準備（テスト環境、テストデータほか）、テストの実施、テスト結果の評価 

（A4）K‐04‐12‐06  ソフトウェア結合・ソフトウェア適格性確認テスト（レベル 2）    テスト計画、テスト準備（テスト環境、  テス
トデータほか）、テストの実施、テスト結果の評価 

（A4）K‐04‐12‐07  システム結合・システム適格性確認テスト（レベル 2）  テスト計画、  テスト準備（テスト環境、  テストデータ
ほか）、テストの実施、テスト結果の評価 

（A4）K‐04‐13‐01  開発プロセス・⼿法（レベル 4）  ソフトウェア開発モデル、アジャイル開発、ソフトウェア再利⽤ 

前提知識 

（履修条件） 

・Ruby または他のオブジェクト指向型プログラミング⾔語によるプログラミング経験
・HTML/CSS/JavaScript に関する基本的な知識、UNIX コマンドに関する基本的な知識 

より詳細な前提知識およびその修得⽅法については右記ページ参照 https://railstutorial.jp/chapters/beginning#sec‐prerequisites 

到達⽬標 

上位到達⽬標 

フレームワークを活⽤した Web アプリケーション開発を⾃分で⾏えるようになること。
最低到達⽬標 

フレームワークを活⽤した Web アプリケーション開発の全体像を理解すること。

授業の形態 

形態  実施  特徴・留意点 

録画・対⾯混合授業  ◎ 

本講義期間中は、教材の解説動画  (36 時間)  を受講⽣向けに限定公開する。Web

上の教材と解説動画、及び講義時間中の質疑応答を通して、シラバスに書かれた
内容の習得を⽬指す。シラバス通りに学習できたかどうかは、毎回の講義で出題
される演習を通して確認する。 

対
⾯
授
業

講義（双⽅向）  ―

実習・演習（個⼈）  ◎ 

毎回の講義で演習を出題する。演習のほとんどはプログラミング  (実装)  となる
ため、開発環境は初回の講義中または事前に整えておくこと。本講義では実践的
な演習  (プログラミング)  とそれに関連する質疑応答を重視するため、主体的に
学ぶ⼒が強く求められる。プログラミングに苦⼿意識がある場合は、講義中の質
疑応答を積極的に活⽤すること。 

実習・演習（グループ）  ―
サテライト開講授業 ―
その他  ―

授業外の学習 
復習として、授業中に⽰す課題に取り組むこと。予習として、教材や解説動画を使って事前に学習しておくことが
望ましい（当⽇講義を聞きながら実装することは困難なため）。参考︓過去の受講⽣の感想 http://bit.ly/aiit‐railstutorial 

授業の内容 

教材「Ruby on Rails チュートリアル  (第 4 版、全 14 章)」のうち、省略可能な章を除いた 11 章分を授業で進める。 

また、授業で取り扱う 11 章分についても、時間の関係から⼀部のトピックを省略する場合がある。学習状況が順調
であれば、⽐較的応⽤的なトピックかつ省略予定の第 9 章  (発展的なログイン機構)、第 11 章  (アカウントの有効化)、
第 12 章（パスワードの再設定）の⼀部または全部についても授業内で取り扱う。 

授業で取り扱う資料の詳細については、下記の「教材・教科書」及び「参考図書」  を参照すること。 



授業の計画 

回数  内容 
サテライト
開講 対⾯/録画 

第 1 回 

ガイダンス、第 1 章  ゼロからデプロイまで 

・本授業の⽬的・⽬標、開発環境  (Cloud9 など)  の準備、Git/Heroku のセットアップ
・演習課題:  開発環境の準備、Git/Heroku のセットアップ、GitHub のセットアップ

―  対⾯ 

第 2 回 

第 2 章  Toy アプリケーション 

・Rails の設計思想、Rails を使ったリソース設計と実装デモ
・授業は事前に渡す解説動画で⾏う。講義時間は対⾯での質疑応答に使う。

―  録画 

第 3 回 

第 3 章  ほぼ静的なページの作成 

・minitest を使ったテストの書き⽅、テスト駆動開発、静的/動的なページの⽣成
・授業は事前に渡す解説動画で⾏う。講義時間は対⾯での質疑応答に使う。

―  録画 

第 4 回 

第 4 章  Rails ⾵味の Ruby 

・Ruby の設計思想、Ruby の基本的な構⽂、Ruby のデータ構造とクラスの実装
・授業は事前に渡す解説動画で⾏う。講義時間は対⾯での質疑応答に使う。

―  録画 

第 5 回 

第 5 章  レイアウトを作成する 

・Twitter Bootstrap を使ったデザインとレイアウト、Sass とアセットパイプライン 

・授業は事前に渡す解説動画で⾏う。講義時間は対⾯での質疑応答に使う。
―  録画 

第 6 回 

第 6 章  ユーザーのモデルを作成する 

・Active Record を使ったモデルの実装、バリデーション、セキュアなパスワード 

・授業は事前に渡す解説動画で⾏う。講義時間は対⾯での質疑応答に使う。
―  録画 

第 7 回 

第 7 章  ユーザー登録 

・Rails のデバッグ⽅法、MVC アーキテクチャを使ったユーザー登録フォームの実装
・授業は事前に渡す解説動画で⾏う。講義時間は対⾯での質疑応答に使う。

―  録画 

第 8 回 

第 8 章  基本的なログイン機構 

・セッションを使ったログイン/ログアウト機能の実装、リファクタリング
・授業は事前に渡す解説動画で⾏う。講義時間は対⾯での質疑応答に使う。

―  録画 

第 9 回 

第 10 章  ユーザーの更新・表⽰・削除  (前半) 

・編集フォームの実装、before アクションを使ったセキュリティモデルの構築
・授業は事前に渡す解説動画で⾏う。講義時間は対⾯での質疑応答に使う。

―  録画 

第 10 回 

第 10 章  ユーザーの更新・表⽰・削除  (後半) 

・Rake によるサンプルデータの⽣成、ページネーション、RESTful なリソースの完成
・授業は事前に渡す解説動画で⾏う。講義時間は対⾯での質疑応答に使う。

―  録画 

第 11 回 

第 13 章  ユーザーのマイクロポスト  (前半) 

・Micropost のモデリング、モデル同⼠の関連付け、Micropost の MVC 設計と実装
・授業は事前に渡す解説動画で⾏う。講義時間は対⾯での質疑応答に使う。

―  録画 

第 12 回 

第 13 章  ユーザーのマイクロポスト  (後半) 

・Micropost のセキュリティモデルの構築、Ruby Gems を使った画像投稿の実装デモ
・授業は事前に渡す解説動画で⾏う。講義時間は対⾯での質疑応答に使う。

―  録画 

第 13 回 

第 14 章  ユーザーをフォローする  (前半) 

・多対多のモデリングと実装、[Follow]  ボタンの基本的な実装とテスト
・授業は事前に渡す解説動画で⾏う。講義時間は対⾯での質疑応答に使う。

―  録画 

第 14 回 

第 14 章  ユーザーをフォローする  (後半) 

・[Follow]  ボタンの Ajax 実装、ステータスフィードの実装、応⽤トピックの紹介
・授業は事前に渡す解説動画で⾏う。講義時間は対⾯での質疑応答に使う。

―  録画 

第 15 回 
これまでのまとめ、今回取り扱わなかった範囲の紹介、今後の学習⽅法、実技試験
またはレポートに関する質疑応答など。 

―  対⾯ 

試験 

これまでの授業の理解度を測る実技試験を⾏う。 

・試験は授業時間中の前半を使って実施する。後半は試験のふりかえりをする。
・レポート提出希望者は、当⽇の授業が終わるまでにレポートを提出すること。

―  対⾯ 

成績評価 

次の 2 つのいずれかの⽅法で評価する。基本的には演習課題と実技試験で評価し、希望する受講⽣については、上位到達⽬標  (フレ
ームワークを活⽤した Web アプリケーション開発を⾃分で⾏えるようになること)  の達成をレポートで⽰すことを認める。レポー
トを提出する場合は、演習課題や実技試験に取り組む必要はない。 

・演習課題と実技試験（第 2 回以降の演習課題については、授業中に適宜指定する。） 

・レポート:  サンプルアプリケーションの拡張機能の実装、または Rails を使った新規 Web アプリケーションの実装 

サンプルアプリケーションの拡張機能の例:  返信機能、メッセージ機能、フォロワーの通知、検索機能、など 

教科書・教材 

教員作成スライド資料: https://speakerdeck.com/yasslab 

『Ruby on Rails チュートリアル︓実例を使って Rails を学ぼう  (第４版)』Michael Hartl 著、安川  要平・⼋⽥  昌三  訳 

https://railstutorial.jp/ Web 版は無料。有償の解説動画もあるが、本講義のために購⼊する必要はない。 

参考図書 

各章ごとのサンプルコード集: https://github.com/yasslab/sample_apps (デバッグなどで活⽤)、各種 Web サイト、『Ruby on Rails ガイ
ド︓体系的に Rails を学ぼう』Ruby on Rails Community 著、⼋⽥  昌三・安川  要平・他  訳 

https://railsguides.jp/ Web 版は無料。有償の電⼦書籍もあるが、本講義のために購⼊する必要はない。 




